
                     建築物環境配慮事項概要書                  別 紙 

表彰対象建築物名称 シャリエ長泉グランマークス ＥＡＳＴ棟 環境配慮の内容とその目的 
建設地 駿東郡長泉町中土狩７２５－１ 

建築主 東レ建設株式会社 

代表取締役社長 冨山 元行 

設計者 東レ建設株式会社  

東京一級建築士事務所  

篠原 誠 
延べ面積 9020.49 ㎡ 規模 地上１２階 
構造 ＲＣ造 
用途 共同住宅 
ＣＡＳＢＥＥ評価  Ａ ＢＥＥ値 2.5 
建築物写真  
 
 
 

建築主として求めた環境配慮に対する総合的なコンセプト 
 
 
 
 

 
 

(1) ふじのくに地球温暖化対策実行計画について下記を実施した。
■室内環境対策 (室温制御) 

  ・外皮性能は日本住宅性能表示基準「5-1 断熱等性能等級」の 
等級 4 とした。主な仕様は外壁廻り断熱材厚 10～40ｍｍ(部分 
により異なる）ペアガラスの採用等。 

■エネルギー対策 (設備システム効率化・効率的運用) 
  ・各住戸にエネファームを設置し、各エネファーム間で余剰電力 

を融通しあうシステムを構築した。また MEMS の設置により 
各住戸のエネルギー利用状況を確認できるシステムを導入し 
た。 

 
(2) 災害に強い静岡の形成について下記を実施した。 
■サービス性能対策 (耐震・信頼性) 

・耐震性は建築基準法に定められた 25％増の耐震性を有し、日本
住宅性能評価の「1-1 耐震等級」の等級 2 とした。 

・躯体材料の耐用年数は、日本住宅性能法事基準「3-1 劣化対策
等級」3 とし、大規模な改修工事を必要とするまでの期間を伸
長する措置を講じた。 

・太陽光パネル、蓄電池の設置により、停電時に非常時用共用電
力の供給を行う計画とした。 

 
(3) 静岡ユニバーサルデザインの推進について下記を実施した。 
■サービス性能対策 (機能性・快適性・空間のゆとり) 
・各住戸に最大 1G のブロードバンドが利用可能な環境とした。 
・居室の天井高さは 2.5ｍとしゆとりの空間とした。 

■室外環境(敷地内)対策 (地域性・アメニティへの配慮) 
  ・今回対象建物の EAST 棟と別棟の WEST 棟との間に遊歩道を

設け、樹木の配置の工夫によりプロムナードを形成した。地域
の方も利用可能な緑の空間を設けアメニティへの配慮を行っ
た。 

 
(4) 緑化及び自然景観の保全・回復について下記を実施した。 
■敷地外環境対策(温熱環境悪化の改善) 
・地域の卓越風を調査し自然風を住戸内に取り入れる工夫をした。

玄関ドアを通風換気機能付き玄関扉仕様とし、中間時のエアコ
ンの利用低減を図った。その他、グリーンカーテンフック、開
放制限付き窓の設置等、自然エネルギーによる快適さの追求に
努めた。            

本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは国土交通省の平成 26 年度住宅・建築物省 CO2 先導事業
の採択を目標とし、ｺﾝｾﾌﾟﾄとして新たなｴﾈﾙｷﾞｰ融通ｼｽﾃﾑ(T ｸﾞﾘｯﾄｼｽﾃﾑ)
の構築を掲げた。各住戸にｴﾈﾌｧｰﾑを設置し、各ｴﾈﾌｧｰﾑ間での電力融通
を行った結果、ﾏﾝｼｮﾝ全体の消費エネルギーを抑える取り組みを行い
結果として先導的な省 CO2 技術として採択頂く事ができました。 



 
環境配慮の内容とその目的（補足資料） 

 

 
全体配置図(EAST 棟＋WEST 棟＋公園エリア＋宅地) 

 
エネファーム・電力融通概念図

公園エリア 

プロムナード 

EAST 棟 

WEST 棟 

エネファーム(各住戸アルコーブ設置) 


